
　
平
成
27
年
は
幸
い
市
内
で
は
大

き
な
災
害
の
な
い
年
で
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
が
消
防
団
の
熱
血
活

躍
を
近
く
に
見
る
機
会
が
減
っ
た

よ
う
で
す
が
、
火
災
出
動
等
で
は

迅
速
的
確
な
団
結
力
を
発
揮
さ

れ
、
雄
姿
を
拝
見
し
て
い
ま
す
。

過
日
明
け
や
ら
ぬ
空
の
下
、
団
員

諸
君
が
結
集
し
て
対
処
さ
れ
た
姿

は
実
に
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

　
昨
年
度
は
全
国
女
性
消
防
団
の

大
会
が
佐
賀
県
開
催
と
な
り
、
多

久
市
消
防
団
か
ら
は
女
性
部
長
ほ

か
が
参
加
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
い
つ
も
な
が
ら
の
心
あ
た
た

ま
る
配
慮
と
元
気
、
さ
わ
や
か
な

笑
顔
で
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
安
心
安
全

の
た
め
、
仕
事
を
も
ち
な
が
ら
で

大
変
と
は
思
い
ま
す
が
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
の
多
久
市
消
防
団
の
活
動

を
振
り
返
る
と
、
１
月
の
出
初
式

に
始
ま
り
、
春
と
秋
の
火
災
予
防

運
動
に
伴
う
広
報
活
動
や
常
備
消

防
と
の
防
火
演
習
、
梅
雨
前
の
５

月
に
は
牛
津
川
で
の
総
合
水
防
演

習
、
９
月
に
は
恒
例
の
訓
練
大

会
、
12
月
に
は
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
宅
へ
の
火
災
予
防
訪
問
や
年
末

警
戒
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
に
は
第
21
回
全
国

女
性
消
防
団
員
活
性
化
佐
賀
大
会

が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
３
千
名

を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
佐
賀
県
を
代
表
し
て

諏
訪
女
性
部
長
が
活
動
事
例
を
発

表
し
、
多
久
市
消
防
団
の
活
動
を

全
国
に
発
信
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
災
害
出
動
で
は
、
３
月
、
４
月

と
規
模
の
大
き
い
建
物
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
が
、
団
員
諸
君
は
常

備
消
防
と
連
携
し
よ
く
対
応
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
す
べ
て
の
市
民

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
安
全
安
心
を
守
る
多
久
市

消
防
団
を
目
指
し
ま
す
。

　
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
日

頃
か
ら
地
域
の
消
防
防
災
体
制
の

中
核
と
し
て
、
献
身
的
に
活
動
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
最
近
は
、
こ
れ
ま
で
に

経
験
の
な
い
よ
う
な
集
中
豪
雨
、

竜
巻
、
噴
火
災
害
な
ど
の
自
然
災

害
が
頻
発
し
、
こ
れ
ら
災
害
現
場

で
対
応
に
あ
た
る
我
々
消
防
に
寄

せ
る
期
待
は
益
々
大
き
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
固
い
団
結

力
と
厳
し
い
訓
練
を
重
ね
ら
れ
、

頼
も
し
い
組
織
力
を
有
し
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
今
後
、
い
か
な
る
災

害
が
発
生
し
て
も
市
民
の
皆
さ
ん

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

さ
ら
に
災
害
対
応
力
の
向
上
に
ご

尽
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
消
防
署
も
消
防
団
の
皆
さ
ん
と

一
層
連
携
を
密
に
し
て
、
地
域
防

災
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
消
防
団
活
動
に
協
力

と
ご
理
解
を
頂
き
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
多
久
市
消
防
団
女
性
部
も
19

年
目
と
な
り
、
女
性
が
活
躍
す
る

現
場
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
10
月
29
日
に
第
21
回
全
国

女
性
消
防
団
活
性
化
佐
賀
大
会
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
３
千

人
の
観
客
の
中
、
多
久
市
女
性
部

「
女
性
消
防
団
出
動
・
火
災
現
場

か
ら
見
え
て
き
た
も
の
」と
題
し
、

発
表
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
女
性
が
現
場
へ
出
動
す

る
消
防
団
は
、
島
を
除
い
て
は
少

な
く
、
足
踏
み
の
状
態
で
す
。
し

か
し
、
多
久
市
の
女
性
消
防
団
は

火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
行
け
る

範
囲
で
出
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の

時
の
被
災
者
へ
の
配
慮
や
ケ
ア
等

を
細
か
く
発
表
し
、
あ
る
宮
崎
の

女
性
団
員
か
ら
「
私
た
ち
も
あ
な

た
た
ち
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が…

」
と

声
を
か
け
ら
れ
、
自
分
た
ち
の
活

動
が
全
国
の
女
性
の
第
一
歩
と
し

て
踏
み
出
し
て
も
ら
え
る
、
良
い

例
で
は
な
い
か
と
胸
を
張
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
火
災
現
場
と
い
う
現
実
の
中
に

被
災
者
が
お
ら
れ
る
以
上
、
優
し

さ
と
思
い
や
り
を
持
っ
た
活
動
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘

じ
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
く

所
存
で
す
。

５
月…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
・
幹
部
辞
令
交
付
式

　
・
市
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

　
・
総
合
水
防
演
習

　
・
多
久
市
防
災
会
議

６
月…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
・
土
の
う
作
成
（
各
分
団
）

　
・
新
入
団
員
・
ポ
ン
プ
操
作
訓
練

７
月…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
・
各
部
機
械
器
具
点
検

　
・
救
急
法
訓
練

８
月…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
・
統
一
訓
練

９
月…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
・
第
53
回
多
久
市
消
防
団
訓
練

大
会

10
月…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
・
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化

佐
賀
大
会

11
月…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
・
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
広
報

　
・
秋
季
防
火
演
習
（
北
多
久
町
）

12
月…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
・
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
火
災

予
防
訪
問

　
・
年
末
警
戒

１
月…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
・
出
初
式

　
・
文
化
財
防
火
演
習
（
多
久
町
）

３
月…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
・
春
季
火
災
予
防
運
動
広
報

　
・
春
季
防
火
演
習

　
　
（
東
多
久
町
）

　
・
第
62
回
佐
賀
県
消
防
大
会

隔
月
　
正
副
分
団
長
会
議

随
時
　
女
性
部
会
議

毎
月
１
日
・
15
日

　
　
　
各
部
で
機
械
器
具
点
検

　消防団は、普段は自分の職業や学業を持ちながら、平常時には
地域の防火・防災の担い手として、また、災害発生時には、消
火・警戒などの消防活動を行い、地域の防災リーダーとしての役
割を担っています。

平
成
27
年
度

消
防
団
年
間
行
事

消防団員募集中！

無防備な 心に火災が かくれんぼ平成27年度
防火標語

第 5 3 回 　 多 久 市 消 防 団 訓 練 大 会 結 果

ラッパ吹奏の部

優勝　多久分団
２位　西多久分団
３位　南多久分団

あけまして おめでとうございますあけまして おめでとうございます

　18歳以上で多久市に居住、勤務、在学している人なら
ば、男女問わず入団できます。私たちと一緒に楽しく活動
しましょう！

多久市長
横尾　俊彦

元
気
と
勇
気
と

や
さ
し
さ
に
感
謝消防団長

陣内　成和

団
長
あ
い
さ
つ

女性部長
諏訪智代美

女
性
部
長
あ
い
さ
つ

多久消防署長
藤島　潤典

消
防
署
長
あ
い
さ
つ

訓練礼式の部

優勝　北多久分団第２部
２位　西多久分団第１小隊
３位　多久分団本部

平成２０年１２月
第　　７　　号
発行多久市消防団
総務課消防防災係

電話７５－２１１２

平成 28 年 1 月
第　　14　　号
発行多久市消防団
　　防災安全課

電話７５－２１８１



編 集 後 記
　

　消防団に入団して８か
月が経ちました。まだまだ不
慣れですが、できることから頑

張ります。
田中　里佳

　

　消防団に入団して早８
か月。これからどんどん活躍
すべく、頑張ります。

川副　蓮実

　

　消防団に入団してもう
すぐ１年。まだまだ不慣れな
ことも多いですが、頑張ってい

きたいです。
荒巻のぞみ

新入からのひとこと

団長
陣内　成和

副
団
長

　江
口
　
　城

副
団
長

　松
岡
　伸
一

１本部、５分団、団員400名

女
性
部
長
　
　諏
訪
智
代
美

ラ
ッ
パ
部
長
　森
永
　智
大

東多久
分団

倉
冨
　明
男

田
代
　信
之

黒
岩
　浩
徳

副分団長

分団長

南多久
分団

荒
谷
　武
彦

北
島
　久
徳

堤
　
　正
廣

副分団長

分団長

多久
分団

平
山
　保
秀

副分団長

分団長

西多久
分団

野
口
　重
光

吉
木
　昌
久

大
﨑
　昌
紀

副分団長

分団長

北多久
分団

布
施
　康
一

市
丸
　勝
義

坂
田
　慎
吾

副分団長

分団長

井
東
　勝
彦

中
島
　真
一

　今回は佐賀での全国大会への参加で右
往左往の展開がありましたが、何事もな
く無事終了し、ほっとしています。団員
一同これからも頑張ります。

多久市消防団女性部
諏訪、渡、原、柴田、山田、秋次、
公文、田中幸、荒巻、川副、田中里

　料理やお掃除はもちろん、庭木の
剪定など、自分でされているそう
で、とてもお元気です。
　火事を起こさないように、コンロ
から離れる時は必ず火を消すよう、
日頃から注意されています。
　これからもお元気で、火の用心を
続けてくださいね。

　11月30日から12月４日にかけて、
多久消防署の方と女性消防団員で、
一人暮らしの高齢者宅を訪問し、火
災予防を呼びかけました。

　
私
は
、
北
多
久
分
団
の
分
団
長
と
し
て
、
団
員
の
協
力
の
も
と
消

防
団
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
は
、
火
災
や
災
害
が
発
生
し
た
り
、
行
方
不
明
者
の
捜
索

が
必
要
な
と
き
に
は
、
深
夜
・
早
朝
・
仕
事
中
で
も
駆
け
つ
け
て
必

要
な
活
動
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
団
員
一
人
一
人
の
協
力
の

お
か
げ
で
、
迅
速
な
対
応
が
で
き
て
い
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
し
、
家
族
や
地
域
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
の

協
力
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
今
後
も
、
団
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

分団長
布施　康一

家
族
か
ら

仕
事
に
消
防
団
活
動
に
大
変
だ
と
思
う
け
ど
、
怪
我
な
ど
し
な
い
よ
う
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
ね
☆　

「
北
多
久
町
で
火
災
発
生
！
」
こ
ん
な
緊
急
放
送
い
つ
聞
い

て
も
嫌
な
も
の
で
す
。
市
民
の
生
命
を
危
機
に
さ
ら
し
、
財
産

を
消
滅
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
に
消
防

団
は
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
活
動
に
参
加
を
始
め
て
も
う

18
年
に
な
り
ま
す
が
、
火
災
現
場
で
は
い
つ
も
緊
張
し
ま
す
。

　
一
分
一
秒
で
も
早
期
の
鎮
火
に
向
け
て
団
員
は
点
検
や
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
業
を

も
っ
て
の
消
防
団
活
動
、
団
員
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
消
防
活
動
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
生
命
線

で
す
が
、
最
近
で
は
団
員
不
足
に
悩
ん
で
い
る
こ
と
も
現
実
で
す
。
市
民
生
命
と
財
産
を
守
る

消
防
団
活
動
が
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
の
支
え
に
よ
り
継
続
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

副分団長
市丸　勝義

家
族
か
ら

大
変
で
し
ょ
う
が
、
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
、
消
防
団
活
動
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
、
消
防
団
に
入
団
し
て
15
年
余
り
に
な
り
、
今
は
副
分

団
長
と
し
て
重
責
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
入
団
し
た
当
初
は
、

何
も
分
か
ら
ず
周
り
の
皆
さ
ん
に
も
迷
惑
を
掛
け
て
き
ま
し
た

が
、
消
火
活
動
や
行
方
不
明
者
捜
索
、
水
防
活
動
等
を
経
験
す

る
こ
と
に
よ
り
、
消
防
団
員
と
し
て
の
意
識
も
高
ま
り
、
今
日

ま
で
頑
張
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。

　
時
に
は
、
突
然
の
出
動
に
よ
り
家
族
や
会
社
に
も
迷
惑
を
掛
け
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
の
協
力
に
感
謝
を
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

副分団長
坂田　慎吾

家
族
か
ら

お
父
さ
ん
、
仕
事
を
し
な
が
ら
の
消
防
団
活
動
は
大
変
だ
と
思
う
け
ど
頑
張
っ
て

ね
。

北多久町
多久原 太田　美子さん（86歳）

多久市消防団多久市消防団多久市消防団多久市消防団多久市消防団 今回は北多久分団への質問です。
・消防団活動についてのひとこと

・家族からひとこと

火
の
用
心お

じ
ゃましま

す

葉隠の里　ようこそ佐賀へ　明日への創造
～地域・生命・未来を守る女性消防団～

　今回佐賀での全国大会で、佐賀市文化会館に約３千人の
女性消防団員が集い、その中から４つの団からの活動報告
がありました。
　福岡県北九州市小倉南消防団は火災予防啓発劇「子守じ
ぞうさま」、茨城県土浦市消防団は活動事例「小中学校に
おける救急講習会」、奈良県奈良市消防団は活動事例「心
理的応急処置（PFA）習得と消防団を中核とした合同訓練
について」の報告でした。
　そして多久市消防団からは諏訪部長が活動事例として、
「女性消防団出動！～火災現場から見えてきたもの～」と
題して報告しました。女性団員が火災現場へ出動し、女性
にしかできない活動を報告し、好評を得ることが出来まし
た。
　今回の大会は、女性が現場の出動について真剣に考える
良い機会となりました。

◀

古賀　稔彦さん

◀発表する諏訪部長

日　時　平成27年10月29日（木）　　場　所　佐賀市文化会館

◀

おみやげ所の様子


